
№103号

　　　会 員 数
（令和３年６月末現在）

　　  １９８０名

夏 季 号
発   行　 公益社団法人
　　　　  松山市シルバー人材センター
所在地　  〒790-0808
　　　　  愛媛県松山市若草町8-3
Ｔ Ｅ Ｌ　（089）933-7373
F A X　（089）933-0131
U R L　  http://m-silver.sakura.ne.jp
Eメール   matuyamasc@sjc.ne.jp

令和３年７月２５日　公益社団法人 松山市シルバー人材センター会報(1)

表
紙　

                　
　
　
　
　

       　

 　

１

令
和
３
年
度
定
時
総
会
を
開
催  　
　
　
　

 　

２ 

〈
特
集
〉　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
現
状
と
課
題
②　

３

　

陸
前
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
　

   

大
槌
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー                

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
・
防
止
対
策　

５        

理
事
会
の
動
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６

現
場
訪
問
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７

女
性
会
員
だ
よ
り   　
　
　

 　
　
　
　

     　

８

わ
た
し
の
仕
事
⑩
／
鳥
散
歩 　

 　
　
　

    　

９

健
康
コ
ラ
ム
／
健
康
ラ
イ
フ    　
　
　

    　

 

10

ぶ
ら
り
松
山
散
歩                           　
　

11  

   

～
国
道
１
９
６
号 

潮
見
地
区
～　

 　

こ
ち
ら
事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

12

お
く
や
み
／
編
集
後
記

も
く
じ



　

令
和
３
年
度
定
時
総
会
を
６
月
14
日
（
月
）
に
松
山

市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
続
き
、
定
時
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
防
止
対
策
の
観
点
か

ら
、
会
員
の
健
康
と
安
全
を
第
一
に
考
え
、
大
人
数
が

一
堂
に
会
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
委
任
状
提
出

に
よ
る
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

正
会
員
及
び
特
別
会
員
総
数
２
０
３
９
名
の
内
、

出
席
者
11
名
、
委
任
状
提
出
者
１
６
４
８
名
、
合
計
１

６
５
９
名
と
な
り
、
出
席
者
数
が
過
半
数
に
達
し
定

時
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
岡
副
理
事
長
が
開
会

を
宣
言
し
、
大
塚
理
事
長
が
議
長
に

選
任
さ
れ
、
議
事
審
議
に
移
り
ま
し

た
。

　

第
１
号
議
案
「
令
和
２
年
度
事
業
報
告
」
及
び
第

２
号
議
案
「
令
和
２
年
度
収
支
決
算
」
に
つ
い
て
西

山
常
務
理
事
が
説
明
し
、
西
本
監
事
よ
り
監
査
報
告

が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
３
号
議
案
「
定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
」
西
山
常
務
理
事
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
第
４
号
議
案
「
理
事
２
名
の
選
任
」
及
び
第
５

号
議
案
「
監
事
１
名
の
選
任
」
に
つ
い
て
、
北
福
理

事
・
監
事
候
補
者
選
考
委
員
会
委
員
長
よ
り
全
会
一

致
で
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
１
号
報
告
「
令
和
３
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
」
西
山
常
務
理
事
が
報
告

を
行
っ
た
後
、
北
福
副
理
事
長
が
閉
会
宣
言
を
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
功
労
者
表
彰
の
選
考
に
つ
い

て
は
、
表
彰
規
程
第
６
条
に
基
づ
き
正
会
員
６
名
、

職
員
２
名
を
選
考
し
て
お
り
ま
す
。

　

表
彰
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
機
会
を
設
け
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　
　

《
正
会
員
》　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山　

美
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野　

武
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松　

貴
代
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

ハ
ツ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

尚
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

眞
吾

　
　
　
　

《
職　

員
》　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井　

禎
子
（
勤
続
30
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原　

広
美
（
勤
続
25
年
）

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

監
事
の
主
な
職
務
は
「
業
務
監
査
及
び
会
計
監

査
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
会
員
目
線
と
税
理
士
目

線
の
両
方
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の

た
め
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
陰
様
で
、
任
期
を
無
事
全
う
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
、
当
セ
ン
タ
ー
が
地
域
社
会
の

支
え
手
と
し
て
、
益
々
、
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

シ　ル　バ　ー　松　山 （2）

 定時総会を開催
令和３年度 松山市シルバー人材センター
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あ
の
時
、
大
津
波
が
見
る
見
る
う
ち
に
市
街
地
を

飲
み
込
ん
で
い
く
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、
到
底

こ
の
世
の
出
来
事
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
津
波

が
防
潮
堤
を
越
え
市
街
地
に
入
る
と
巨
大
な
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
と
化
し
、
そ
の
先
端
は
な
ぎ
倒
し
た
大
量
の

瓦
礫
で
、
土
煙
を
巻
き
上
げ
な
が
ら
押
し
寄
せ
て
き

ま
し
た
。
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い
る
と
、
電
柱
の

高
さ
よ
り
高
い
場
所
に
あ
っ
た
事
務
所
も
家
や
車
な

ど
の
漂
流
物
と
共
に
津
波
が
押
し
寄
せ
、
事
務
所
に

い
た
職
員
は
崖
を
這
い
上
が
っ
て
間
一
髪
難
を
逃
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
刻
に
市
街
地
で
働
い
て

い
た
会
員
48
名
と
用
務
で
外
出
し
て
い
た
職
員
２
名

に
は
、
そ
れ
か
ら
二
度
と
会
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

避
難
所
か
ら
通
っ
て
、
瓦
礫
の
撤
去
、
泥
出
し
作

業
、
行
方
不
明
者
の
安
否
確
認
が
延
々
と
続
き
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
事
務
を
整
理
し
て

シ
ル
バ
ー
の
事
業
も
こ
れ
で
終
わ
り
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
折
、
励
ま
さ
れ
た
の
が
貴
セ
ン
タ
ー

を
始
め
と
す
る
全
国
か
ら
の
物
心
両
面
で
の
ご
支
援

で
、
そ
れ
か
ら
気
持
ち
は
事
業
再
建
に
向
け
、
前
向

き
に
変
わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

復
興
事
業
の
進
捗
と
共
に
、
仕
事
の
依
頼
は
順
調

に
増
え
ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員
が
現
役
時
代
の
会

社
に
呼
び
戻
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
会
員
確
保
に
は
し

ば
ら
く
は
苦
戦
し
ま
し
た
。
今
は
復
興
事
業
も
概
ね

終
わ
り
、
イ
ン
フ
ラ
は
整
備
さ
れ
、
被
災
し
た
住
民

も
終
の
棲
家
に
移
り
住
み
、
新
た
な
生
活
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
会
員
も
こ
こ
数
年
増
加
に
転
じ
、
女
性

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
し
た
結
果
、
去
年
に
は
男

性
と
女
性
の
会
員
数
が
逆
転
し
、
女
性
会
員
の
方
が

多
く
な
り
セ
ン
タ
ー
に
活
気
が
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
街
は
、
一
次
産
業
が
基
幹
産
業
で
、
企

業
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
セ

ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て
、
介
護
、
子
育
て
、
環
境
美

化
の
事
業
に
力
を
入
れ
、
あ
わ
せ
て
市
民
の
方
々
が

参
加
で
き
る
各
種
行
事
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

現
在
の
課
題
は
、
街
全
体
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
シ
ル
バ
ー
に
お
い
て
も
震
災
で
失
っ
た
繋
が
り

＝
希
薄
に
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
取
り
戻
す
こ
と

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
中
々
交
流
の
機
会
を

持
て
な
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
を
よ
り
前

に
進
め
る
た
め
に
も
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共

助
」
の
基
本
理
念
を
実
行
に
し
、
「
急
が
ば
回
れ
」

で
原
理
原
則
に
基
づ
い
た
事
業
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
改
め
て
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
益
々

の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

シ　ル　バ　ー　松　山（3）
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博

　



　 
 

陸
中
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
人
口
１
５

２
０
０
人
余
り
、
戸
数
６
５
０
０
戸
の
漁
業
中
心
の

静
か
な
町
で
あ
り
ま
し
た
大
槌
町
は
、
10
年
前
３
月

11
日
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
未
曾
有
の
大
震
災
に
よ
り

死
者
・
行
方
不
明
者
は
１
３
０
０
名
余
り
を
数
え
、

中
心
市
街
地
の
ほ
と
ん
ど
が
流
出
し
瓦
礫
の
山
と
化

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
事
務
所

は
全
壊
、
多
く
の
会
員
も

亡
く
な
り
、
事
業
の
継
続

は
無
理
か
な
と
途
方
に
暮

れ
て
い
る
中
、
全
国
の
仲

間
の
皆
様
か
ら
「
シ
ル

バ
ー
の
灯
を
消
さ
な
い

で
、
灯
し
続
け
ろ
」
。
と

の
力
強
い
励
ま
し
と
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

仮
設
事
務
所
を
開
設
し
て

事
業
を
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

町
の
復
興
状
況
は
、
防

波
堤
な
ど
の
災
害
対
策
、

交
通
網
の
整
備
、
市
街
区

画
の
再
編
成
、
公
営
住
宅

建
設
な
ど
復
旧
・
復
興
事

業
は
、
ほ
ぼ
完
成
が
見
え
て
き
ま
し
た
も
の
の
10
年

の
月
日
は
長
く
、
多
く
の
町
民
が
他
市
町
村
へ
転
出

す
る
な
ど
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
の
受
注
減
、
会
員
減

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
（
現
在

人
口
１
１
２
８
１
人
、
世
帯
数
５
２
９
０
世
帯
）
。

　

今
も
っ
て
事
務
所
も
仮
設
の
ま
ま
で
す
が
、
公
共

施
設
へ
の
入
居
交
渉
を
進
め
な
が
ら
、
公
共
事
業
、

民
間
事
業
所
の
受
注
拡
大
や
農
作
業
補
助
作
業
の
開

拓
、
空
き
家
管
理
、
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ

の
対
応
な
ど
を
推
進
し
、
新
規
会
員
の
確
保
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
「
自
主
・
自
立
・
共
同
・
共

助
」
の
理
念
の
も
と
に
、
適
正
で
安
全
な
就
業
と

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
が
享
受
で

き
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
な
る
よ
う
、
会
員
１
１
０
名
が
一
丸
と
な
っ

て
努
め
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
松
山
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆

様
の
温
か
い
ご
指
導
・
ご
支
援
に
対
し
改
め
て
感
謝 

の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
会
員
１
１

０
名
が
一
丸
と
な
っ
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
近
況
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
健

康
で
明
る
く
過
ご
せ
ま
す
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。                           

シ　ル　バ　ー　松　山 （4）
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市街地の様子



シ　ル　バ　ー　松　山（5）

  県内においては、３月下旬、松山市中心部の繁華街で発生した変異株クラスターにより、感染者数

が過去最多を更新し、４月から５月にかけて県独自警戒レベルを感染対策を最優先とする「感染対策

期」に引き上げるとともに、国の「まん延防止等重点措置」の適用を受け、感染拡大防止に努めてき

ました。

　５月下旬以降は、感染者数は減少に転じ警戒レベルも「感染警戒期（特別警戒期間）」から「感染

警戒期」に引き下げられ、高齢者へのワクチン接種も７月までに完了する予定となっています。

　しかしながら、感染力の強い変異株への警戒が必要であることや、７月の東京オリンピック・パラ

リンピック開催、お盆の帰省を控え、再び人の移動が活発となり第５波の感染拡大も想定されます。

　会員の皆様には、気を緩めることなく、国や県の要請事項等を守っていただくとともに、引き続き

感染回避行動の徹底をお願い申し上げます。

  上記事項は、６月 22 日に発信された愛媛県からの要請事項です。今後、感染の拡大状況に応じて警

戒レベル、要請内容が変更となる場合がございます。随時、国、愛媛県の情報を確認いただき、要請に従っ

て行動してください。

新型コロナウイルス感染予防・防止対策の徹底

①感染回避の継続徹底（感染防止の基本）

②体調異変時は休んで受診（職場・学校への感染拡大阻止）

③まん延防止等重点措置地域等との往来自粛（変異株持ち込み対策）

④当面はルールを守った会食実施（飲食店・会食クラスターの阻止）

＜要請＞

〇まん延防止等重点措置地域等との不要不急の出張や往来の自粛（特措法第 24 条 9 項）

　➣まん延防止等重点措置地域等（緊急事態宣言地域を含む）との出張・往来は引き続き自粛

〇その他地域への往来、出張は細心の注意を！（協力依頼）

　

＜協力依頼＞

〇会食の注意【当面継続】

　➣会食は２０人以下で、長時間を避ける。

　※当面の間。感染状況を踏まえ、段階的に緩和

　➣感染リスクの高い行動のない人と

　➣不特定多数が集まる会食パーティーや、飲食店でのイベント等は開催しない、参加しない

➣感染回避行動の徹底【継続】

➣温泉やスポーツジム等の名称に関わらず、入浴設備等を備える施設を利用する場合は、

  混雑を避け、十分に注意して利用【継続】

➣感染リスクが高まる「５つの場面」に十分注意【継続】

　　※「５つの場面」

　　　 ①飲酒を伴う懇親会等　  ②大人数や長時間に及ぶ飲食　③マスクなしでの会話

　　　 ④狭い空間での共同生活　⑤居場所の切り替わり

感染警戒期４つのポイント



　

令
和
３
年
度
第
１
回
理
事
会
を
開
催
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
等
に
伴
い
５
月
26
日
開
催
予
定

の
第
１
回
理
事
会
を
定
款
第
39
条
の
規
定
に
基
づ
き

決
議
の
省
略
に
よ
り
書
面
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
。

◇
第
１
号
議
案

　

「
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い

　

て
」

　
　

定
款
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
書
類
に
つ
い
て
説

　

明
を
行
い
、
定
時
総
会
へ
提
出
す
る
こ
と
を
承
認

　

し
た
。

◇
第
２
号
議
案

　

「
令
和
３
年
度
収
支
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」

　
　

定
款
に
基
づ
い
て
承
認
し
た
。

◇
第
３
号
議
案

　

「
令
和
３
年
度
定
時
総
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
」

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

　

点
か
ら
、
会
員
に
議
決
権
の
代
理
行
使
を
求
め
定

　

時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
承
認
し
た
。

◇
第
４
号
議
案

　

「
令
和
３
年
度
定
時
総
会
に
付
議
す
べ
き
議
案
に

　

つ
い
て
」

　
　

定
款
に
基
づ
い
て
承
認
し
た
。

◇
第
５
号
議
案

　

「
正
会
員
の
入
会
の
在
り
方
等
検
討
委
員
会
の
設

　

置
期
間
延
長
に
つ
い
て
」

　
　

令
和
元
年
12
月
理
事
会
に
お
い
て
、「
正
会
員
の

　

入
会
の
在
り
方
等
検
討
委
員
会
」
設
置
要
綱
が
決

　

議
さ
れ
、
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
の
期
限
付
き
の

　

委
員
会
と
し
て
開
設
し
た
が
、
令
和
３
年
度
に
入

　

り
、
当
初
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
案
や
課
題
解

　

決
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
委
員
会
設
置
期
間
及

　

び
委
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
任
期
を
令
和
４
年
３

　

月
末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
、
ま
た
新
任
の
委
員
と

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

◇
第
６
号
議
案

　

「
女
性
会
員
活
動
活
性
化
委
員
会
設
置
要
綱
の
改

　

正
に
つ
い
て
」

　
　

本
委
員
会
活
動
の
中
で
実
施
し
て
い
る
「
生
き

　

が
い
就
労
」を
テ
ー
マ
に
し
た
取
り
組
み
を
、
今
後

　

よ
り
一
層
拡
充
す
る
た
め
、
新
た
に
「
生
き
が
い
就

　

労
」
グ
ル
ー
プ
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
う
要
綱
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　
　

担
当
理
事
報
告
、
事
務
局
報
告
と
し
て
、
理
事
長

　

の
入
会
承
認
を
受
け
た
会
員
数
に
つ
い
て
報
告
し

　

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
休
止

し
て
い
ま
し
た
就
業
相
談
会
を
７
月
よ
り
再
開
し
ま

す
。

　

相
談
会
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
に
関
す
る
こ
と
、
求
人

紹
介
、
就
業
に
関
す
る
希
望
を
伺
う
な
ど
、
個
別
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
就
業
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

入
会
直
後
の
方
、
未
就
業
の
会
員
の
方
は
、
積
極
的

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
開
催
日

　
　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

□
相
談
時
間

　
　

お
一
人
30
分
程
度

□
申
込
方
法

　
　

予
約
制
（
お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）
。

□
申
込
先

　
　

松
山
実
施
事
務
所　

　
　
　

       

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

９
３
３ - 

６
９
１
１　
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理
事
会
の
動
き

 

就
業
相
談
会
の
ご
案
内

《8月～ 10 月の開催日》

●
議
案
審
議

●
報
告
事
項

開催月 開 催 日

8月 25日

9月  8日・22日

10月 13日・27日



　

今
回
は
、
松
山
市
南
梅
本
町
に
あ
る
関
西
仮
設
松

山
営
業
所
・
機
材
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て
い
る
岩
田
寛

数
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

昨
年
の
11
月
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
の
派
遣
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、
毎
週
火
・
木
・
土
の
週
３
日
午
前
８
時
半

～
午
後
５
時
ま
で
、
足
場
資
材
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

営
業
所
に
入
っ
て
直
ぐ
に
あ
る
作
業
場
が
、
岩
田

さ
ん
と
同
僚
二
人
の
〈
陣
地
〉
で
す
。
工
事
現
場
で
長

く
役
割
を
果
た

し
、
返
却
さ
れ
て

き
た
ポ
ー
ル
や
パ

イ
プ
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
な
ど
の
部
品

を
、
点
検
、
補
修

し
、
次
の
〈
出
陣
〉

に
備
え
ま
す
。

　

足
場
に
使
う

資
材
の
種
類
、
サ

イ
ズ
は
多
く
内

部
の
混
乱
を
避

け
、
作
業
の
流
れ

を
速
や
か
に
す
る
た
め
、
種
類
別
に
２
分
し
て
、
担
当

の
二
人
が
責
任
を
持
っ
て
受
け
持
ち
、
作
業
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
籠
に
納
め
ら
れ
た
金
具
を
一
点
一
点
取
り

出
し
、「
歪
み
」や
「
ね
じ
れ
」「
き
ず
」
の
有
無
、
ネ
ジ
の

締
ま
り
具
合
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
状
態
な
ど
の
点
検
を

着
々
と
進
め
ま
す
。
汚
れ
や
錆
び
の
除
去
、
補
強
や
部

品
交
換
な
ど
を
速
や
か
に
丁
寧
に
こ
な
し
、
最
後
に

洗
浄
・
注
油
を
し
て
種
類
別
の
布
袋
に
収
納
、
こ
こ

ま
で
が
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
す
。

　

「
山
が
ま
た
一
つ
」―

と
。
重
量
約
30
㌔
の
部
品
の

入
っ
た
白
い
布
袋
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。
止
め
金

具
は
４
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
袋
に
30
個
ず
つ
詰

め
、
袋
ご
と
指
定
場
所
に
ま
と
め
ま
す
。

  

岩
田
さ
ん
が
心
に
刻
ん
で
い
る
言
葉
は
、「
工
事
現

場
の
安
全
」
で
す
。「
建
材
そ
れ
ぞ
れ
の
強
度
チ
ェ
ッ

ク
が
一
番 

　

」と
、
力
強
い
言
葉
。
洗
浄
さ
れ
、
積
み

上
げ
ら
れ
た
資
材
は
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

同
社
の
広
大
な
敷
地
に
は
、
資
材
１
５
０
０
個
を

収
納
し
た
鉄
製
の
網
か
ご
、
土
木
用
の
角
パ
イ
プ
、
建

築
用
の
丸
パ
イ
プ
、
踏
み
板
（
通
り
道
）
な
ど
が
整
然

と
、
う
ず
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
、
規
模
の
大
き
さ
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

岩
田
さ
ん
は
現
役
時
代
、
43
年
に
わ
た
り
、
ブ
ロ
グ

レ
ー
ド
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
石
油
の
配
送
に
携
わ
り
、
危

険
物
取
扱
者
（
甲
種
）
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
技
能
者
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
が
減
り
、「
無
性
に
働
き

た
か
っ
た
。 

今
は
、
体
力
的
に
は
き
つ
い
が
、
職
場
の

人
間
関
係
も
良
く
働
き
や
す
く
、
楽
し
い
職
場
で
す
。 

や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
」と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
晴
）
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資
材
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の

　
　
　
　
　
　
　
　

現
場
を
訪
ね
て

岩
田　

寛
数
さ
ん
（
66
歳
）

！！

現

場

訪

問

記



　

総
会
を
終
え
、
令
和
３
年
度
の
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

女
性
会
員
の
会
の
活
動
は
女
性
会
員
活
動
活
性
化

委
員
会
（
略
称
・
女
性
委
員
会
）
を
中
心
に
進
め
ら

れ
ま
す
が
、
今
年
度
は
委
員
の
改
選
期
で
も
あ
り
、

左
表
の
と
お
り
の
新
た
な
陣
容
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

新
た
な
動
き

　

今
期
の
女
性
委
員
会
の
活
動
に
お
い
て
二
つ
の
大

き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
「
文
化
伝
承
班
」
の
一
時
休
止
。
こ
れ
ま

で
も
の
づ
く
り
を
中
心
に
毎
月
地
道
な
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
残
念
で
す
が
お
世
話
役
の
名
乗
り

が
あ
る
ま
で
活
動
を
中
止
し
ま
す
。

　

二
つ
に
は
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
高
齢
と

な
っ
て
も
無
理
な
く
し
か
も
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る

活
動
と
し
て
、
「
生
き
が
い
就
労
」
と
い
う
新
た
な

仕
事
の
ジ
ャ
ン
ル
を
創
り
出
す
た
め
に
、
「
生
き
が

い
就
労
班
」
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
清
水
町
、
お
た
す
け

隊
、
得
意
バ
ン
ク
の
三
つ
の
事
業
を
検
討
推
進
す
る

活
動
を
行
い
ま
す
。

各
班
と
も
積
極
的
な
活
動
を
予
定

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
班
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
班
、
オ
フ
ィ

ス
ワ
ー
ク
班
、
パ
ソ
コ
ン
班
の
四
つ
の
班
は
そ
れ
ぞ

れ
事
業
計
画
に
そ
っ
て
活
動
を
進
め
ま
す
。
詳
し
く

は
「
女
性
会
員
ニ
ュ
ー
ス
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

女
性
会
員
の
会
で
は
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
新

た
な
高
齢
者
像
を
め
ざ
し
て
、
活
動
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
社
会
参
加
・
社
会
参
画
は
フ
レ
イ

ル
（
衰
弱
）
予
防
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

班
活
動
に
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

生
き
が
い
就
労
活
動　
　

　
　
　

…
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
清
水
町

　

６
月
８
日
、
２
カ
月
ぶ
り
に
活
動
再
開
。

　

連
日
各
教
室
で
は
熱
心
な
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
オ
カ
リ
ナ
、
絵
手
紙
、
押
し
絵
、
折
り
紙
、
生

け
花
、
姫
て
ま
り
、
リ
メ
イ
ク
、
陶
芸
の
８
教
室
の

ほ
か
に
、
麻
雀
俱
楽
部
、
折
り
紙
入
門
、
老
楽
俱
楽

部
、
俳
句
俱
楽
部
、
ス
マ
ホ
相
談
室
な
ど
の
倶
楽
部

活
動
に
加
え
、
健
康
音
楽
体
操
や
写
仏
、
デ
ッ
サ
ン

な
ど
の
活
動
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
生
き

が
い
づ
く
り
の
メ
ニ
ュ
ー
に
新
た
な
習
い
事
や
健
康

づ
く
り
を
加
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
サ
ロ
ン

で
は
毎
月
最
終
土
曜
日
に
ミ
ニ
ミ
ニ
フ
リ
マ
を
実

施
。
会
員
な
ら
ど
な
た
で
も
出
品
可
能
。

…
得
意
バ
ン
ク
か
ら
新
た
な
仕
事
づ
く
り

　

会
員
の
特
技
や
得
意
、
好
き
な
こ
と
を
活
か
し
た

活
動
や
仕
事
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
げ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

や
教
室
活
動
の
実
施
を
通
じ
て
「
生
き
が
い
」
や

「
社
会
貢
献
」
を
実
感
し
て
も
ら
う
。
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
「
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
」
に
も
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。                                             

シ　ル　バ　ー　松　山 （8）

出来上がりが楽しみ（陶芸教室）

　　令和３年度女性委員会役員 （任期２年） 　◎班長

委員長 赤尾　眞由美

副委員長 矢野　美恵子

福祉サービス班 ◎赤松　邦恵　　福山　みどり

生活サポート班 ◎一色　満里子　礒﨑　一栄

オフィスワーク班 ◎矢野　美恵子　田中　伸子

パソコン班 ◎上田　君枝　　乗松　幸子

生きがい就労班 ◎土居　園江　　御堂　正江

今村　紀美　　（えひめリビング新聞社）

村本　実紀　　（松山市市民生活課）

センター委員　 西山常務理事　　吹野営業担当理事

事務局担当 矢野事務局次長　　加藤総務課主任

外部委員

女
性
会
員
だ
よ
り



　

懐
か
し
さ
と
、
親
し
み
を
込
め
て
「
お

こ
め
や
さ
ん
」
と
い
う
。
た
ま
に
厳
め
し

く
「
べ
い
こ
く
て
ん
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ

る
。
つ
い
数
10
年
前
ま
で
は
、
暮
ら
し
の

す
ぐ
側
に
あ
っ
た
そ
の
コ
メ
専
門
の
小

売
店
を
、
近
ご
ろ
は
と
ん
と
見
か
け
な
く

な
っ
た
。
松
山
市
内
で
も
ピ
ー
ク
時
１
８

０
軒
の
店
が
、
い
ま
30
軒
余
り
に
ま
で

減
っ
た
と
い
う
。

　

「
家
庭
で
の
コ
メ
の
消
費
が
少
な
く

な
っ
た
ん
や
ら
、
ス
ー
パ
ー
や
ネ
ッ
ト
通

販
で
手
軽
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
や
ら
で
、
ま
あ
し
ょ
う
が
な
い
で
す

な
ぁ
。
お
前
と
こ
は
ま
だ
頑
張
っ
て
、
跡

継
ぎ
ま
で
作
っ
て
、
と
昔
の
同
業
者
や
友

達
に
は
褒
め
て
も
ら
っ
て
は
お
り
ま
す

が
（
笑
）」。倉
庫
と
作
業
場
を
兼
ね
た
、
飾

り
気
の
な
い
店
舗
に
腰
か
け
て
、
菅
能
さ

ん
が
65
年
の
コ
メ
商
い
を
振
り
返
る
。

　

「
菅
能
米
穀
店
」。
父
親
の
茂
さ
ん
が
、

出
身
の
重
信
町
の
同
級
生
た
ち
と
共
同

で
立
ち
上
げ
た
の
が
始
ま
り
。
戦
後
間
も

な
い
食
糧
難
の
時
代
。
配
給
制
で
、
米
穀

通
帳
が
必
要
な
頃
だ
っ
た
。
ほ
ど
な
く
し

て
茂
さ
ん
の
単
独
経
営
に
な
り
、「
手
伝

い
の
好
き
な
野

球
少
年
」
だ
っ
た

菅
能
さ
ん
は
、
地

元
の
雄
新
中
卒
業
と
同
時
に
我
が
家
に

〝
就
職
〟
し
た
。

　

１
９
５
０
年
代
半
ば
す
ぎ
。「
今
み
た

い
に
、
あ
き
た
こ
ま
ち
が
え
え
じ
ゃ
の
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
う
ま
い
じ
ゃ
の
は
、
言
わ

ん
か
っ
た
。
腹
が
太
っ
た
ら
え
え
と
い
う

時
代
よ
」。１
斗
あ
り
１
升
あ
り
、
客
の
所

望
に
従
っ
て
つ
き
た
て
の
コ
メ
を
手
渡

し
た
。
な
か
に
は
、
２
合
だ
け
入
れ
て
下

さ
い
と
羽
釜
を
差
し
出
す
人
も
あ
っ
た
。

　

「
そ
れ
も
あ
り
が
た
く
大
事
な
お
客
さ

ん
じ
ゃ
っ
た
」。
人
々
の
暮
ら
し
の
現
実

を
見
、
商
売
の
コ
ツ
を
覚
え
て
、
20
代
で

も
う
２
代
目
と
し
て
先
頭
に
な
っ
て
働

い
た
。

　

始
ま
り
の
頃
は
、
好
き
な
野
球
が
商
売

を
助
け
た
。
草
野
球
仲
間
だ
っ
た
大
街
道

の
中
華
料
理
店
主
が
、
次
々
と
同
業
者
や

食
堂
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
マ
チ
の
米
屋

の
得
意
先
は
ま
だ
一

般
家
庭
が
主
だ
っ
た
。

「
こ
れ
は
大
き
か
っ
た
。

新
販
路
開
拓
で
、
お
前
や
り
手
じ
ゃ
の
う

と
羨
ま
し
が
ら
れ
た
り
し
た
。
何
の
こ
と

は
な
い
、
き
っ
か
け
は
野
球
の
お
か
げ

じ
ゃ
け
ど
ね（
笑
）」

　

だ
が
、
１
９
８
２
年
に
コ
メ
の
小
売
は

配
給
制
か
ら
許
可
制
に
。
続
い
て
１
９
９

５
年
に
は
食
管
法
に
代
わ
る
食
糧
法
の

施
行
で
登
録
制
へ
と
変
わ
り
、
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
多
様
な
小
売
り
業
者

が
参
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
、
街

の
米
穀
店
の
経
営
環
境
は
一
変
し
た
。

　

こ
こ
で
「
ま
だ
馬
力
が
あ
る
う
ち
に
、

米
屋
の
原
点
に
戻
っ
て
、新
鮮
・
安
全
で
、

う
ま
い
コ
メ
を
」
と
、
菅
能
さ
ん
が
決
断

し
た
の
が
、
最
新
鋭
の
精
米
設
備
の
導

入
。金
属
片
や
小
石
な
ど
異
物
の
「
選
別
・

処
理
機
」
や
、
コ
メ
の
食
味
を
計
測
す
る

「
味
度
メ
ー
タ
ー
」
も
備
え
た
セ
ッ
ト
の

４
機
。
四
国
の
小
売
店
で
は
第
１
号
と
い

わ
れ
た
。こ
れ
が
飲
食
店
の
間
で
評
判
に

な
り
、
ま
た
業
務
用
米
の
売
り
上
げ
が
伸

び
た
。

　

「
ま
あ
、
カ
タ
コ
ト
で
仕
事
始
め
て
、
こ

ま
め
に
手
広
く
、
遍
照
金
剛
言
い
な
が

ら
、
何
と
か
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た

よ
」。話
の
締
め
括
り
に
は
、
遍
路
の
国
の

懐
か
し
い
方
言
も
飛
び
出
し
た
。

　

店
の
経
営
は
息
子
の
誠
二
さ
ん
（
45
）

に
任
せ
た
が
、
今
も
30
㌔
の
米
袋
な
ら
担

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
菅
能
さ
ん
と
二
人
三

脚
で
、
店
の
帳
簿
を
預
か
っ
て
き
た
妻
の

弘
子
さ
ん
（
75
）
も
ま
だ
現
役
。
家
族
一

丸
、「
も
っ
と
お
米
を
」
と
願
い
な
が
ら
、

こ
の
先
も
家
庭
へ
店
へ
、
心
を
込
め
て
届

け
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
）

「
主
食
」
を
担
っ
て
　
年
65

鳥 散 歩 【 ゴイサギ】

 

「
五
位
鷺
」
と
書
く
。
『
平
家
物
語
』

の
中
の
、
醍
醐
天
皇
か
ら
従
順
な
鷺
と

し
て
五
位
の
官
位
を
与
え
ら
れ
た
と
い

う
話
が
、
そ
の
名
の
由
来
。
留
鳥
。
体

長
は
50
セ
ン
チ
ほ
ど
。
夜
行
性
で
「
グ

ァ
ッ
、
グ
ァ
ッ
」
と
鳴
く
と
こ
ろ
か
ら

「
夜
ガ
ラ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
日
中

は
林
で
休
み
、
夕
方
か
ら
川
の
堰
や
池

の
護
岸
な
ど
水
辺
で
餌
を
と
る
こ
と
が

多
い
。
石
手
川
で
も
見
か
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
）

　　シ　ル　バ　ー  松　山(9)

�
�
�
�
仕
事

《

米
穀
店
》

松
山
市
永
代
町

菅
能　

義
明
さ
ん
（
80
）

⑩



　                  

シ　ル　バ　ー　松　山 （10）

健康ライフ

免疫力を高める食材

　免疫力アップには、ウォーキングやストレッチなどの適度な運動をすること、質の良い睡眠をとる
ことも大切です。

夏の２大ウイルス

免疫力アップで予防

楽しく「ふくらはぎ」を鍛えるアプリの紹介

バランスの摂れた食生活を

健康コラム健康コラム

アデノウイルス（プール熱）

エンテロウイルス 夏風邪はお腹にくるといわれているのは、このエンテロウイルスが
腸で急速に増加するためです。

屋外プールなどで広く感染するケースが多いことから俗にプール熱
（咽頭結膜熱）と呼ばれる症状を引き起こすウイルスです。

愛媛大学社会共創学部　
      （執筆）青木建汰・君岡きらら・南名菜子（３回生）
　　　（監修） 山本直史

夏風邪の原因と予防について

➡➡

　新型コロナウイルスが蔓延し始めてから１年以上が経過しましたが、外出自粛により身体活動量が減少したと

いう人も多いのでは。例えばふくらはぎの筋肉は第２の心臓といわれており、筋力低下により転倒・骨折の危険

性が増加するほか、心疾患の発症のリスクも高めるといわれます。ふくらはぎを鍛えるには、かかと上げ運動が

効果的です。今回は、自宅で気軽にそして楽しくかかと上げ運動を行えるスマートフォン用のアプリ「フラワー

ガーデン」を紹介します。

　このアプリはかかと上げ運動を行うことで、日常生活に必要なふくらはぎの筋肉を増やすことが目的です。

　また、他のアプリとは変わった特徴があります。それはかかとを上げ下げするとスマホの画面上に花が咲きま

す。そのため運動中でも楽しく取り組めます。またアプリにはランキング機能が付いています。他のユーザーと

競い合い、切磋琢磨しながら自分の限界に挑戦してはいかがでしょうか。

・スマホ画面に顔を認識させる。

・イスなどで体を支える。

・かかと上げは 1秒に 1回がベスト。

回数が増えると画面上の花が増えます。

しいたけ、まいたけなどのきのこ類 腸内環境を整え、免疫力をアップ（β-グルカン）

にんじん、かぼちゃ、ブロッコリーなど
の緑黄色野菜

強力な抗酸化作用を持ち、活性酸素を除去する働き（β-カロテン）

大豆や高麗人参など
抗酸化作用や亢進作用、血行促進などの効能があり、身体を温め冷えを
解消する効果（サポニン）

牡蠣、パルメザンチーズ、煮干しなど 免疫細胞の活性化させる作用（亜鉛）

昆布やメカブなどネバネバした海藻など 抗アレルギー効果があり、免疫細胞を活性化する作用（フコイダン）

ヨーグルト、納豆、味噌など発酵食品 腸内環境を整えながら免疫力をアップさせる効果（乳酸菌）



　

６
月
の
あ
る
日
、
ハ
ト
マ
ー
ト
山
越
店
か
ら
出
発
。

こ
こ
は
昔
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
う
い

え
ば
市
内
各
所
に
も
元
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
今
は
ス
ー

パ
ー
と
い
う
の
も
あ
っ
た
な
と
思
い
眺
め
て
い
た
。

あ
の
大
き
な
ピ
ン
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ハ
ト
マ
ー
ト
か
ら
愛
媛
自
動
車
学
校
ま
で
散
歩
し

て
い
る
と
そ
の
北
側
に
史
跡
「
七
曲
り
街
道
」
の
碑

を
見
つ
け
た
（
写
真
①
）
。
幅
６
メ
ー
ト
ル
高
さ
３

メ
ー
ト
ル
の
土
手
で
、
北
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
松
山

城
の
軍
事
拠
点
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
現
在
は
碑
の
周
辺
に
ほ
ん
の
数
十
メ
ー
ト
ル
し
か

残
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
散
策
し
て
み
た
が
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
北
に
進
む
と
蓮
華
寺
の
東
側
に
「
伊
能
忠

敬
休
息
の
地
」
と
い
う
碑
を
み
つ
け
た
（
写
真
②
）
。

　

日
本
地
図
を
作
っ
た
あ
の
伊

能
忠
敬
が
こ
の
谷
村
（
現
・
谷

町
）
に
来
て
い
た
と
は
。
改
め

て
当
時
の
日
本
地
図
を
み
る

と
、
今
の
地
図
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
。
歩
い
て
回
っ
て
の
測

量
技
術
、
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
今

僕
も
同
じ
道
を
歩
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
平
田
町
ま
で
裏
道
散
歩
。
北
条
バ

イ
パ
ス
越
え
て
進
む
と
平
田
公
民
館
前
の
地

図
に
、
砲
台
跡
と
競
馬
場
が
あ
っ
た
と
書
い

て
あ
る
（
写
真
③
）
。

　

三
津
に
競
馬
場
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
は
い

る
が
、
こ
こ
に
も
競
馬
場
？
看
板
を
設
置
し
た
潮
見

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
聞
い
て
み
た
。
す
る
と

平
田
町
に
あ
る
喫
茶
店
店
主
が
詳
し
い
と
い
う
の
で

訪
問
。
妙
見
寺
裏
山
に
平
ら
な
土
地
が
あ
り
、
江
戸

末
期
そ
こ
に
砲
台
を
作
ろ
う
と
し
た
よ
う
だ
が
、
土

台
を
作
っ
た
だ
け
で
取
り
や
め
と
な
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
農
閑
期
に
馬
と
共
に
苦
労
を
慰
め
る
た
め
農

耕
馬
等
で
地
元
娯
楽
用
競
馬
場
を
作
っ
た
と
い
う
。

楽
し
み
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
は
墓
地
と
な
っ
て
お

り
、
看
板
が
あ
る
だ
け
（
写
真
④
）
、
そ
の
面
影
は

な
い
。
松
山
と
い
え
ば
熟
田
津
論
争
。
そ
こ
に
平
田

説
も
あ
る
。
西
暦
６
６
０
年
斎
明
天
皇
が
朝
鮮
百
済

王
朝
再
興
で
遠
征
途
中
熟
田
津
に
上
陸
、
１
か
月
以

上
道
後
で
滞
在
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

結
局
百
済
遠
征
は
新
羅
・
唐
の
連
合
軍
に
大
敗
、

撤
退
と
な
っ
た
。

　

戦
前
教
育
で
は
日
本
は
外
敵
に
負
け
た
こ
と
が
な

い
、
い
ざ
と
な
れ
ば
神
風
が
吹
く
と
国
民
に
暗
示
を

か
け
た
よ
う
だ
が
、
１
３
０
０
年
前
に
す
で
に
惨
敗

し
て
い
た
こ
と
を
歴
史
は
証
明
し
て
い
る
。
な
お
北

条
バ
イ
パ
ス
工
事
中
、
七
反
地
遺
跡
で
船
材
が
み
つ

か
っ
て
い
る
。
海
岸
線
が
平
田
ま
で
来
て
い
た
証
明

か
も
。

　

熟
田
津
は
様
々
な
説
が
あ
る
が
、
大
川
や
宮
前
川

も
あ
り
、
平
田
地
区
説
や
三
津
地
区
説
も
有
力
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
論
争
は
続
き
結
論
は
で
て
い
な

い
。
歩
い
て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
。
楽
し
い
散
歩
に
な
っ
た
。
（
Ｋ
・
Ｋ
）

　
　
　
　

  

参
考
文
献
：
平
田
の
む
か
し　

平
田
歴
史
文
化
の
会

ぶ
ら
り
松
山
散
歩　

　
　

～
国
道
１
９
６
号
潮
見
地
区
～

シ　ル　バ　ー　松　山（11）

①

②

③

④



　　

株
式
会
社
愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
出
張
ブ
ー
ス
移
転

オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
事
業
の
連
携
を
行
っ
て
き
た
経

緯
か
ら
店
舗
の
一
部
を
当
セ
ン
タ
ー
の
専
用
ブ
ー
ス

と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
、
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支

援
員
推
進
事
業 

地
域
実
証
事
業
」
を
実
施
し
、
シ
ニ

ア
層
へ
の
ス
マ
ホ
の
使
い
方
指
導
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
る

な
か
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
方
々
、
そ

う
で
は
な
い
方
々
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
（
情
報

格
差
）
の
解
消
が
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
「
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
目
標

に
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
等
の
解

消
に
向
け
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
実
情
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
よ
り
身
近
な
場
所
で
支
援
で
き
る

「
デ
ジ
タ
ル
支
援
」
拠
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

「
Ｄ
Ｘ-

Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
」
で
は
、
シ
ニ
ア
の

方
々
が
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
を
気
軽
に

相
談
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
会

員
登
録
を
行
う
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

【
Ｄ
Ｘ-

Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
】

●
開 

設 

日　

令
和
３
年
７
月
15
日
（
木
）
～

●
開
設
時
間　

12
時
～
19
時
ま
で

●
サ
ー
ビ
ス
内
容

　
　

①
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
が
わ
か
ら

　
　
　

な
い
シ
ニ
ア
等
の
方
々
へ
の
使
い
方
の
指
導

　
　

②
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
を
支
援
、
マ
イ
ナ

　
　
　

ポ
イ
ン
ト
付
与
機
器
を
設
置

　
　
　

※

令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　

カ
ー
ド
申
請
を
行
っ
た
方
を
対
象

　
　

（
設
置
期
間 

令
和
３
年
７
月
15
日
～
９
月
30
日
）

　
　

③
シ
ル
バ
ー
へ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
入
会
登
録
の
受
付

　
　

（
シ
ル
バ
ー
Ｇ
Ｏ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
設
置
予
定
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
警
戒
期
が
続
く
な
か
、
総
会
を
終

え
、
令
和
３
年
度
の
セ
ン
タ
ー
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
自
由
か
つ
不
条
理
な
体
験
は
、

豊
か
さ
と
便
利
さ
に
な
れ
た
現
代
人
に
多
く
の
警
鐘

を
な
ら
す
と
と
も
に
、
私
た
ち
は“

今”

だ
け
を
生

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
く“

明
日”

に
向
か
っ
て
歩

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
そ
れ
も
一
人
で
は
な
く

多
く
の
人
々
と
と
も
に
共
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

根
拠
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
が
一
生
に

出
会
う
人
は
３
万
人
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
高

齢
期
最
終
に
訪
れ
る
フ
レ
イ
ル
期
の
最
大
の
予
防
策

は“

人
と
の
つ
な
が
り”

と
か
。
セ
ン
タ
ー
で
の
活

動
は
有
償
・
無
償
の
就
労
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
交

わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の“

明
日”

を
示
し
て
く
れ
ま

す
。

　

会
報
１
０
３
号
を
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。
今

年
度
の
会
報
表
紙
は
会
員
活
動
の
ホ
ッ
ト
な
一
コ
マ

を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の“

明

日”

に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
記
事
づ

く
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
さ

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た“

こ
ん
な
記
事
を
載
せ
て
ほ
し
い”

“

こ
ん

な
こ
と
を
知
り
た
い”

“

投
稿
し
た
い”

な
ど
、
ご

意
見
等
々
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ⅾ
）

シ　ル　バ　ー　松　山 （12）

　

こ
の
１
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の

方
々
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

【
お
く
や
み
】

森
瀬
栄
一
郎

福
岡　

信
義　
　

島
作　

智
司　
　

深
川
ノ
ブ
子　

新
田　

通
夫　
　

日
ノ
岡
良
幸　
　

池
田　

秀
昭　
　

宮
田　

哲
明　
　

梅
本
マ
ス
子　

木
浦　

清
孝　
　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
ス
ポ
ッ
ト
「
Ｄ
Ｘ-

Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
」
を

　
　
　
　
　
　

ま
つ
ち
か
タ
ウ
ン
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
ち
ら
事
務
局

編　

集　

後　

記
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